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進捗報告書（実⾏団体） 
 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 10 ⽉ 13 ⽇ 
● 事 業 名 ： 障害児やひとり親家庭のための運動⽀援 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈ブルーシー・アンド・グリーンランド財団 
● 実 ⾏ 団 体 ： ⿓ケ崎市Ｂ＆Ｇ海洋クラブ   
① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

障害児や困難な環境等の⼦供たち
が⽔辺の⾃然体験に参加できる状
態となる 
 

①⽔辺の⾃然体験に
参加した対象となる
⼦供の数 
②⽔辺の⾃然体験を
⾒学した対象となる
⼦供の数 

①地域全体で 30 ⼈
（初期値から 3 倍） 
②地域全体で 15 ⼈
（初期値から 3 倍） 

① 2023 年
3 ⽉ 

●2020 年度 
対象児童 46 ⼈ 
健常児  9 ⼈ 
成⼈   106 ⼈ 
保護者・スタッフ等 
     94 ⼈ 
●2021 年度 
対象児童 70 ⼈ 
健常児  216 ⼈成⼈   110 ⼈ 
保護者・スタッフ等 
131 ⼈ 
① 2022 年度  
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対象児童 60 ⼈ 
健常児  230 ⼈ 
成⼈   82 ⼈ 
保護者・スタッフ等 
145 ⼈ 
② 20 ⼈ 

障害児や困難な環境等の⼦供たち
の保護者や関係者が、⽔辺の⾃然
体験について、その有効性を認識
している状態となる 
 

①⽔辺の⾃然体験を
⾒学した保護者の数 
②⽔辺の⾃然体験を
⾒学した保護者の満
⾜度 

①地域全体で 30 ⼈
（初期値から 3 倍） 
②満⾜度調査（エン
ドライン調査を⾏い
ベースラインと⽐較
する）"  

① 2023 年
3 ⽉ 

① 0 ⼈ 
② 現在集計中 

2 

本事業に興味関⼼を⽰す地域の
⼈々が増える状態となる 
 

①海レクや本活動を
⾒学する地域の⼈の
数 

①地域全体で 20 ⼈ ① 2023 年
3 ⽉ 

① ２8 名 → 29 ⼈ 
市⺠団体や他団体 
稲敷 5 名、⿓ケ崎ＪＣ ２名、地域
観光団体１名、ボーイスカウト 9 名、
つくばＭＤＣ4 名、つくば学びの杜、
⾃治体など 8 名 

1 

新しい社会的距離が保たれる施設
の中で体験者や体験団体が増加し
活動が前進していく状態となる 

①周知させるチラシ、
ポスターの配布の回
数 

①5 回 ① 2021 年
8 ⽉ 

① 7 回 
5/29 プラスチックパトロール 
6/11 プラスチックパトロール 
7/21〜7/25BG 塾 
8/14 ごみゼロ 
8/24 商業施設イベント参加 
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9/24 プラスチックパトロール 
12/29 ごみゼロ・草刈り 

新型コロナに対応した安全な活動
となる 

①三密対策や消毒等
の対応により安全に
活動できる 

①三密等の対策によ
り安全に活動ができ
る状態 

① 2021 年
8 ⽉ 

休眠預⾦での助成による倉庫建設
での参加者同⼠の空間の確保や消
毒等による三密等の安全対策で新
型コロナの感染者を出すことなく
活動を実施することが出来た。 

1 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3. (任意）活動に関する報告 
今期は⾃治体を始め多くの市⺠団体を巻き込むことが出来た、⼦どもたち同⼠は年齢関係なく、上級⽣が下級⽣を教えるという微笑ましい
事が多くみられました。事業のほとんどが⼦供たちのリピーターで、ママ友を連れて来てくれたりしたので⼝コミで広がっていく印象もう
けました。 
海ごみゼロフェスティバルに準ずる 5/29・6/11・9/25 の⽔⾯清掃では⽼若男⼥問わず集まり活動ができました。 
⼤勢の⼈が集まりましたが情報が発信できていないようなので近隣地域ばかりではなく、⼦供活動には有効な活動なので学校へのチラシ配
布なども検討してもいいかなと思いました。もっと計画的にやりたいところですがコンディション、スタッフの問題もあります。 
⾃治体とタッグを組めるような関係性を持てるようになったので三年間で⼤きな前進をしてきたと思います。 
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今後継続できるよう協⼒していただける企業や地域団体などにも今回の開催を実績とし来期に繋げようと思います。 
また、学習（⾃習）と組み合わせた企画については働いているお⺟さんが多い事から、こどもを預けられる場所の重要性を感じました。 
８⽉ 24 ⽇の⿓ケ崎市ショッピングセンターでのお祭り参加など、海ごみ絵本読み聞かせや、グッズを景品にした「じゃんけん⼤会」は⼤
盛り上がりでした。 
若い⼈が喜ぶような企画をし、⽜久沼を舞台に活動する今活動が地元のショッピングセンターや祭り、受賞を機に⼤きく取り上げられ周知
活動（プレゼンテーションやパフォーマンス）ができたと思います。 
⿓ケ崎市⻑や市⻑公室、魅⼒創造課の⾯々が体験することにより、⽌まっていた道の駅構想が動き出すとも聞いてます。 
休眠預⾦を活⽤したチラシを配布することによる幅広い層に声掛けができた。 
⿓ケ崎市が⼈件費⽤を 1/2 出す話も頂いており、来年に向けた取り組みを構築することが出来た。 
出⼝戦略としてNPO設⽴に向けた取り組みもできたので実施したい。 
道の駅構想が再び判断されたときについての協⼒体制の構築。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している þその他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：クラブハウスガラスと助成⾦で設置したプレハブ倉庫に⼤型のシン
ボルマークステッカーを貼っています。 

 
2. 広報 

1. メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
(ア) 2021 年 11 ⽉ 25 ⽇ 茨城新聞 
(イ) 2022 年 7 ⽉ 7 ⽇ 茨城新聞 
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2.広報制作物等 
①プラスチックパトロール(⽜久沼クリーン活動)のチラシ作製・配布 
② 市内のにぎわい施設で開催したカヤックペインティングのチラシ作製・配布 
③ 当クラブのホームページへの写真等掲載 
④ 当クラブ紹介映像の作製(JANPIA に提出済) 
⑤ 市内商業施設での学習を取り⼊れたごみ拾い活動 
⑥ クラブハウス貼付 
⑦ BG塾（7/21-7/25） 

 2 ３  

 

休眠預金を活用した事業です
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3.報告書等 

  JANPIA の書式による報告書の作成 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
(ア) スポーツ振興賞受賞 
公益社団法⼈ スポーツ健康産業団体連合会主催の第 10 回スポーツ振興賞に申請した結果、スポーツ健康産業団体連合会 会⻑賞
を 2022 年 6⽉に受賞した。 
公益社団法⼈スポーツ健康産業団体連合会 会⻑賞  
作品名：余暇活動は「させる」ものではなく「する」ものだ  
応募者：⿓ケ崎市Ｂ＆Ｇ海洋クラブ（茨城県取⼿市） 
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受賞しました。 
https://sporttourism.or.jp/pdf/10sportshinkosho_pressrelease.pdf 
 

 
 
 

(イ) 海ごみゼロフェスティバル「特別賞」受賞 
B&G財団が主催する 2021 年度の海ごみゼロフェスティバル「特別賞」受賞した。 
 

https://www.bgf.or.jp/activity/gomizero/20220207_umigomi-award2021.html 
 

(ウ) レジャー利用者からみた牛久沼の姿と価値 

 
地域研究年報 2022 年 
筑波⼤学⼈⽂地理学研究室 
http://www.geoenv.tsukuba.ac.jp/~chicho/nenpo/44/06.pdf 
取材を受け、取材協⼒いたしました。 
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    (エ)牛久沼魅力発信プロジェクト発足 
最⼤の観光資源である⽜久沼、現在中断している道の駅を実現可能に向けて、⽜久沼の魅⼒を伝えようと市⺠活動団体が主催する 
⿓ケ崎市市⺠活動円卓会議の中で ⽜久沼魅⼒発信プロジェクト がスタートしました。 
メンバーは市⺠団体各代表、⿓ケ崎市 魅⼒創造課・コミュニティ課・市⺠活動センター、市議会議員２名で評議が⾏われ⽜久沼 
の魅⼒発信を発信するために海洋クラブ代表が選出され今後の⽔辺の活動が⿓ケ崎市、⾃治体含め周知されるようになりました。 
⼤きな⽬標である道の駅計画と同時に海洋クラブ⽔⾯利⽤と同時に、コミュニティを活性化する団体を⽬指す。 

 
 
 

 

添付資料 
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